
                                                                                      

                                                            

          

                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

  

７月２２日（日）能代市「プラザ都」において第 21回能代支部定期大会を開催しました。東能

代運輸区分会・鈴木代議員が議長に選出され、大会では５名の代議員から「18 春闘の総括」「組織

問題をいかに乗り越えてきたのか」「職場での実践」「青年部の仲間づくりの実践」「乗務員勤務

制度について」などが発言されました。 

１８春闘については支部としても敗北と総括し、しっかりと現状を受け止め、今定期大会で確

立された新たな執行体制・方針で一歩ずつ着実に、職場から東労組運動を再建させていきます。 

会社施策に対しても、組合員の声を施策に反映させるために組合員と議論し、働きがいと安全

を守り抜くために、支部は分会と共に運動を推し進めてまいります。 

新たな東労組運動を一人ひとりの力で創りあげていきましょう！ 

 

 


